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下吉さん、色々と施設を見せていただき、ありがとう

ございます。確かに素晴らしい施設ですし、この施設があれ

ほどの低コストでできたかと思うとびっくりです。しかし、

ＰＦＩが存在しなかった鹿児島において誰もやったことのな

いＰＦＩにチャレンジしたいと思ったキッカケは何だったの

でしょうか。

そうですね。まあ一言で言えば、好奇心でしょうか。

道の駅の計画自体は、以前からありましたし、住民側からも
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道の駅を望む声は強かったんですね。ですからあとはどんな

ものを、だれが、どうやって建てるのか、という方法論だっ

たのです。そこで鹿児島県から出向してた企画係長と一緒に、

色々と方法を探っている間に出会ったのがＰＦＩでした。当

時は最新の手法でしたし、まさにこれだと思って飛びついた

わけです。

私もＰＦＩを色々と勉強していますが、ＰＦＩが浸透

しない一番の理由は、役所の職員がせめて自分が担当のとき

は、縦割りの組織を崩してしまうＰＦＩをやりたくない、

色々と負担のかかるＰＦＩをやりたくない、と思っているか

らだとお聞きしましたが、そういったことは思わなかったの

ですか。

確かにそういうこともよく言われますし、実際にそ

ういう地域も多いのでしょうね。ただ私は、そう思う前に

「これは面白い！！」と感じてしまったんです。それからはも

う必死でしたね。途中で一緒にＰＦＩをやろうと励ましあっ

ていた県の係長は帰ってしまうし…。ただ、なかなか険しい

道のりでしたが、やってみて確かに思ったとおり、新鮮な出

会いや驚きがたくさんあって、もう夢中で…。気がついたら、

ここまでのめりこんでしまったんでしょうね。

好奇心が恐怖心に勝ったということでしょうか。しか

しＰＦＩの全くない鹿児島、しかもその一市町村でしかない

指宿のＰＦＩでしょう。しかも日本においてもまだそんなに

事例がない時期に、この小規模なＰＦＩですよ。実際に多く

の反対があったのではないのですか。

それはそうですね。おそらく、どこにいってもそん

な新しい手法を、この指宿市で試させてくれるとは思ってい

ませんでした。でも一つ、秘策があったのです。

秘策ですか。それは何ですか？

実は至って簡単なことです。最初に県ではなく、国

家機関である内閣府にアクセスしたんです。当時あれだけ、

話題になったＰＦＩです。色々な人に聞いてもその仕組みは

さっぱり分かりませんでしたが、これだけ騒がれているのだ

から、きっとやりたいと考えている国の機関があると考えた

んです。そこで鹿児島にあるシンクタンクに問い合わせて、

内閣府にそれを補助する機関があると聞いてアクセスしたん

です。

直接、内閣府ですか。例えば、通常ならば、市が主体
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なら、市⇒県⇒国と行くのが普通ですよね。

そうですね。ただ、実は私は北海道千歳市に出向し

ていた時期があったのですが、そこでは、市が道を飛び越え

て国に色々と陳情していたんですね。あれはカルチャー・シ

ョックでしたよ。鹿児島ではまずこんなことはありえません

でしたから…。でも、あー、従来のやり方に従うだけが道で

はないな、と感じたんです。それで、特に今回はＰＦＩとい

う新手法を試したかったんですから、それぐらいの離れ業は

やってもいいかなと…。

怒られましたか？

怒られましたねー（笑）。でも結局は理解してくれ

ました。ＰＦＩという新手法は鹿児島で初めてでしたし、道

の駅ＰＦＩ自体が日本で最小規模、であったり、いわゆる

“一番”が二つも三つもついていたので、ＯＫを出してもら

いました。それで可否判断の調査をして、スタートするに至

ったのです。
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像についてお聞かせ下さい。

子供達が誇れる指宿にしていきたいですね。指宿は

有名ですが、まだまだ若い人が自ら誇ってくれるような町で

はありません。これからは、若い人が都会に出た後でも帰っ

て来たいと思う、そして実際に帰って来られるだけの“職”

がある指宿にしたいです。短期的に言えば、これからアジア

の人がたくさん指宿を訪れるようになるでしょうから、そこ

でいかにブランド力をつけるかが、一つのキーになるでしょ

うね。

日本の指宿、ではなくアジアの指宿ですね。若者が誇

れるようなそんな町をぜひ、目指してください。ありがとう

ございました。

下吉さんの話はセミナーでもそうですが、非常に具体

性に富む、というか、たとえがうまいですよね。よく、こう

いうたとえ話を考えられるんですか。

自分でもよく考えますよ。でもよくみなさんから

「面白い！！」といわれるものは、他の方から頂いた場合も多

いんです。ＰＦＩという業務では、色々な知識を色々な方か

ら学びました。政策投資銀行からは毎月、ＰＦＩの専門家の

方がレクチャーをしに来てくださいましたし、ＰＦＩコンサ

ルの方にはこちらから毎月東京まで会いに行きました。他に

も、役所内でも縦割りの行政を超えて、多くの方に協力をし

ていただいたんです。

それは、随分大変だったでしょうね。

大変ではあるんですが、私にとってはそれが楽しみ

でもあるんです。色々な人と知り合えて、色々な新しいこと

を得ていく。それを繰り返していると自分が徐々に成長して

いく気がします。「大変だなー」とも思うですが、それより

先に「あー、楽しいだろうなー」と思うから、これまで行動

できたんでしょうね。やはりつらいのばかりは嫌ですからね。

なるほど、では最後に下吉さんが目指す、指宿の将来


